
第４回 市長と話そう会 

（山内町地域婦人連絡協議会） 

 

 

日 時：平成２９年２月１１日（土）13 時～14 時 

場 所：山内公民館 

参加者：山内町地域婦人連絡協議会 ８名 

 

 

市民の皆さまと市長が直接語り合う『市長と話そう会』第４回目は、山内町地域婦人連絡協議会の 

皆さんとの意見交換でした。 

 

１ 市長談話 

小松市長より武雄市が取り組んでいる事業（こども図書館、新庁舎建設、ＩＣＴ教育、官民一体型学校 

など）について説明があったのち、自由に意見交換を行うといった流れで実施されました。 

 

２ 意見交換 

（会員） 

  手話通訳のボランティアをしているが、新庁舎ではどういった扱いになるでしょうか。 

 ろうあ者の方は、声を出すと（自分の声の大小がわかりにくいため）人目に付くのを気にしている方も 

いらっしゃいます。 

（市長） 

 現在、市庁舎の２階で行っている業務を新庁舎では１階で行なうようにし、誰もが使いやすい庁舎に 

します。手話通訳等のボランティアの方が活動していただくスペースはぜひ設けたい。また、ろうあ者 

の方が気兼ねなく使えるようなコーナーや仕切りを設けるなど配慮されたものにします。 

 

（会員） 

  山内町婦人会は、以前は 11 地区だったのが 6地区まで減少し、少ない会員で更生保護や日本赤十字な 

どの活動を続けているのが現状です。こういった活動も止めるのに心苦しいところもあり、今の時代に 

あった活動形態を提案していくなど婦人会も変わっていかなければならないとは思っています。 

 

（会員） 

  山内西小学校で〈家庭科ボランティア〉をしていますが、こういった活動はやって良かったという意見 

もあるし、子どものためだからと今後もやりたいと思う方もいらっしゃいます。 

一方で、こういったボランティアの依頼は婦人会や老人会によくお願いが来ていますが、仕事を休んで 

まで活動しなければならないと重荷になって、若い人が婦人会に入りたがらない現状があります。 

  「婦人会で○○人」といった動員がどんどん来ているので、今の組織でどのように取組みができるか 

考えていきたい。 

 



（市長） 

  市内９町の婦人会組織では、解散に至った町の組織もありました。山内町婦人会での組織運営はどう 

でしょうか。町の婦人会だけでなく、市の婦人会としての行事も多いのでしょうか。 

 

（会員） 

  市婦人会組織としては９町→８町になり８地区で運営している状態です。町婦人会は、市・県・国・ 

その他の団体との連携した事業も行っています。一方で、町や地元の地区の行事もそれぞれあって、 

少ない会員でそれらをこなしているのが現状です。 

  宮崎県の綾町に視察に行って話を聞いてきましたが、綾町では公民館の組織として「婦人部」があり、 

対象となる方が全員加入されているそうです。また、婦人部が婦人会を兼ねて活動しているところもあ 

るそうです。行事に関しては、公民館で行事を決めて活動するといった方式で運営している。 

 

 

（市長） 

  婦人会活動の参考になればよいのですが、身近なものとして、武雄町の川良区の子どもクラブの組織改

正の例です。川良区には、川良北、川良東、川良西の 3つの子どもクラブがありましたが、一時は加入率

が低いところで１６％まで落ちた地区もありました。こうした現状に地元では、平成２８年４月から全児

童・生徒が加入する制度に改正し、すべてのこども達が行事に参加しやすいようにされました。同時に、

一部行事を減らしながら運営の負担はみなさんに広く浅くお願いされています。 

  また、「花まる学習会」の取組みの事例ですが、すでに実施している朝日町では、地元の企業や公民館、 

地元の方、保護者の方に学習ボランティアを年２回と広く浅くお願いされています。参加された方からは、 

学校の事もわかるし、年 2回なら仕事に調整をつけて参加できるとの声もあります。 

  各町ごとにやり方は異なっていますが、こういった活動は特定の人に負担が行くと活動が広がらない 

ので、各地区でよく話し合って取組むことが大事だと感じています。 

  

（市長） 

  今後の婦人会の在り方に関しては、これまでのような運営（身の丈にあった活動）にしていくか、綾町 

方式（負担を広く浅く）に移行するのかよく考えていく必要があると考えます。 

  婦人会は、これまで多くの業務を受託され、地域になくてはならない組織として活動されています。 

昨今は、加入者が減少し組織が年々小さくなっていく中で苦労をされていると認識しています。 

 

（会員） 

  婦人会が無いところでも敬老会などは工夫して実施されている。子どもの事に関する事業、ほかにも 

いい事業については続けていきたいと思っている人は多い。今は女性グループとして存続の岐路に立って 

いると思うので、この１年間で考えていきたい。 

 

（市長） 

  これまでやってこられた事に関しては、残していくこと、それを担う団体として存続されることも 

大事なことなので、市としてどういうアイデアがあるのか考えてみます。 


